
・「森林環境税」の趣旨を県民の皆さまにご理解いただくとともに、森や山に関する一層の理解や関心を深めていただくことを目的として、
　森林環境情報誌「もりりん」を年２回発行。83,000部を作成し、県内全幼稚園、保育施設及び小中学校、量販店、公共施設等に配布。
・毎号読者アンケートを実施しており、令和７年12月に発行した第15号に寄せられた森林環境税へのご意見を抜粋してご紹介するもの。
（※ご意見については、抜粋しているものもあります。）
　

【アンケート結果の概要】
・アンケート回答数：466件　うちご意見の記載402件　うち森林環境税に関するご意見：88件（21.8%）→税に関して高い関心を示し、ほとんどが肯定的なご意見。
・アンケート回答者の男女比　男性：21%　女性：79%
・アンケート回答者の年齢層　20歳未満：7.3％、20代：7.0%、30代：32.0％、40代：20.2％、50代：16.6％、60歳以上：17.0％
・約４割が30代～40代の女性→幼稚園や保育所、学校等への配布を通じて親世代への普及啓発に寄与。

・災害リスクの高い高知県では森を守り森に助けてもらうことが必要だと思うので、これからの高知県を支えていく若い世代に対する森林環境学習にも森林環境税が使われていることを知り嬉しく思いました。(40代)
・森林環境税は、高知県が全国で初めて導入した事を知りました。有効に使っていただいて、豊かな森林を保全していってほしいです。（60代）
・高知の森林は大切に守っていくべきだと思っているので、森林環境税は必要だと思う。娘の通う保育園から「もりりん」が配布されたので、読む機会ができた。どのように使われているのかを知ったり、森林に興味を
持つきっかけになったりするので、この冊子は良いと思う。親が興味を持つことで、次の世代につながると思う。（30代）
・森林県の高知県。美しい環境を守り、子ども達の未来に残すために、森林環境税の取り組みは良いと思います。（30代）

・一言に税といっても、森林環境に関わっているたくさんの方の努力のために使われていることが分かりました。勉強になります。（40代）
・子どもが保育園からもらってきて、この雑誌を読みました。森林環境税のことは知っていましたが、何に使われているかは知らなかったので勉強になりました。（30代）
・森林環境税は「もりりん」で知ることができました。特に学びに多く使われていることは高知らしく、子ども達にとってもいい事だと思います。（50代）
・森林環境税は、森や自然を守るための大事な税金だと改めて思いました。いつも当たり前にある自然を守るためにお金が使われていると思うと、少し見方が変わりました。（30代）
・年間500円ですが、税金を納めていることを初めて知りました。色々なことに役立っていて、少しでも自分も高知の自然を守る一員になれているのかなと感じました。（40代）
・森林環境税の事を知るきっかけとなり良かったです。子どもが木と触れ合う機会を増やしたかったので、イベントにも参加してみたいと思いました。（30代）
・県内では、公共施設等で木材が使われていることが多く、温かみがあり良い香りもしてとても落ち着きます。そういうところにも森林環境税が活用されていると「もりりん」の記事で知りました。（40代）
・森林環境税のことをはじめて知りました。納税という言葉は、取られるイメージが強く、あまりプラスなイメージはなかったのですが、税がどのように活用されているかを具体的に知ることで、納税に対してのイメージが
好転しました。（30代）
・子どもがいるので、森林環境税の使われ方で、木のおもちゃやキッズルームの整備(木の香るまちづくり推進事業)は好感がもてると感じた。身近な施設にあれば利用してみたい。（30代）

　　　　　森林環境情報誌「もりりん」読者アンケートでいただいたご意見について

・森林環境税の使用で、参加しようの使われ方がもっと広がってほしい。興味がある人や、これからの職業選びのきっかけになると思うので。（30代）
・知らないうちに納めていた税金ですが、今後も豊かな高知の自然保護に健全に使用して頂きたいです。（40代）
・森林環境税の木材利用の額を増やし、土佐材をもっとPRした方がよいのではないでしょうか。（50代）
・森林環境税は高知の緑を守るために有意義に使ってほしいです。特に森林学習で、こども達に森や木の大切さを学んでほしいですし、高知の豊かな資源、良さに目を向けてもらいたいです。（30代）
・森林環境税に関するアナウンスが不足しているように思います。（50代）
・一律500円の負担自体は妥当だが、使途や成果をもっと分かりやすく可視化してほしいです。（40代）

林業環境政策課

税の必要性について賛同するご意見 
　「森林環境税は高知県の豊かな森林を守るために必要」という趣旨のご意見を多くいただいた。また、「県民みんなで負担する」という公平性を肯定的に捉えていただいている。

税の制度や税の使途等への要望
　木材利用・森林環境学習・税の広報等への活用を要望する意見をいただいた。

税や税の使途の認知度に関するご意見
　「もりりん」を通じて森林環境税の存在やその使途への理解が深まり、その意義を前向きに捉えるきっかけとなっている。
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